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別添資料 1：リスク管理マニュアル  

 

大阪大学 GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）  

海外フィールドスタディプログラム（XXX国）  

 
リスク管理について  

 

はじめに－海外フィールドスタディに参加する皆さんへ  
海外フィールドスタディはグループでの研修となります。一人でも病気や事故にあってしまうと、自身が辛いだけ

ではなく、グループ全体へ影響を与えます。充実したフィールドスタディとするために、各自責任を持って病気や

事故に対するリスク管理をお願いします。 

 

I. 渡航前の準備  
I-1. 渡航のための手続き  
（1）パスポート・ビザ（査証）  
①パスポートの取得・残存有効期間 
訪問国によって、必要な残存期間が異なるので、各自で残存有効期間を確認し、準備してください。 

【参考】駐日外国公館リスト http://www.mofa.go.jp/mofaj/link/emblist/index.html 

国内でのパスポート申請は各都道府県の申請窓口で受け付けています。申請手続きの詳細は下記を参照

してください。 
【参考】パスポート申請先都道府県ホームページへのリンク 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/pass_6.html 

 

②ビザ（査証）の取得 

国籍、渡航先国、渡航目的、滞在期間等によってビザ（査証）の要否や種類が異なります。各自、日本

国内にある渡航先国の大使館または総領事館に確認し、最新の情報を入手してください。 

 

（2）海外旅行傷害保険への加入  
海外では日本と異なる安全・衛生上のリスクがあり、万が一事故や病気に見舞われた場合、それを保証

する準備は必須です。そのため本海外体験型教育プログラム参加者には海外旅行傷害保険への加入を義

務付けています。また、多くのクレジットカードには海外旅行保険が付帯されていますが、一般的には

補償内容が海外旅行傷害保険と比較して不十分ですので、海外旅行傷害保険への加入をお願いします。

利用する保険会社や加入方法については、GLOCOLの指示に従ってください。保険料は、参加者が負担
するものとします。 
 
I-2.	
  安全と健康を守るために  
（1）危険・治安情報について  
以下のサイト等を利用して、渡航先の最新情報を必ず確認してください。 
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・外務省 海外安全ホームページ http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 外務省海外安全ホームページ「海外安全劇場」（動画サイト） http://www.anzen.mofa.go.jp/video/index.html 

・外務省 各国地域情勢 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html 

 外務省海外安全ホームページ「在留邦人向け安全の手引き」 http://www.anzen.mofa.go.jp/manual/index.html 

・JICA  国別生活情報 http://www.jica.go.jp/seikatsu/index.html 

 
（2）健康管理について  
事前に健康チェックを行い、虫歯がある場合は治療を済ませ、万全の体調でプログラムへ参加してくだ

さい。現地での怪我・病気・健康に関する注意については、以下のウェブサイトをご参照ください。 

・海外渡航者のための感染症情報	
 http://www.forth.go.jp/ 

・独立行政法人 労働者健康福祉機構海外勤務健康管理センター編 

	
 「海外赴任者のための健康管理ガイドブック（平成 19年度版）」（PDF版） 

	
 	
 http://www.rofuku.go.jp/Portals/0/data0/johac/publications/pdf/guidebook-2.pdf 

・大阪大学保健センター海外渡航マニュアル	
 http://www.healthcarecenter.osaka-u.ac.jp/img/kaigai_toko.pdf 

 
(3)	
 予防接種  
XXX国へ入国するにあたり、義務付けられている予防接種はありません。ただし渡航の際にはA型肝炎、

B型肝炎、破傷風、狂犬病、日本脳炎の予防接種をお勧めします。 

予防接種の要否については、個々人の健康状況によって異なるので、上記ウェブサイトを参考に、主治

医、かかりつけの医師等の意見を参考に判断してください。以下が予防接種を実施している主な機関で

す（要予約・接種するワクチンの種類により曜日・時間帯が定められていることあり、料金も機関によ

って異なります）。接種にかかる費用は、参加者が負担するものとします。 

【参考】予防接種実施医療機関一覧	
 http://www.forth.go.jp/keneki/osaka/yobou-sessyu/iryoukikan.html 

 

大阪で予防接種を実施している主な機関（2013年現在） 
名称／所在地／電話番号 実施している予防接種の種類 

黄

熱  

破

傷

風  

狂

犬

病  

A

型

肝

炎  

B

型

肝

炎  

ポ

リ

オ  

ジ

フ

テ

リ

ア  

日

本

脳

炎  

麻

疹  

マラリア

（薬） 

大阪回生病院 

大阪市北区 

06-6393-6234 

 ● ● ● ●    ●  
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大阪市立総合医療センター 

大阪市都島区都島本通 2-13-22 

電話 06-6929-1221 
 

● ● ● ● ● 
 

● ● ● 

大阪府医師会予防接種センター 

大阪市天王寺区清水谷町 19-14 

電話 06-6768-1486  
 

● ● ● ● ● ● ● ●  

関西空港検疫所 

大阪府泉南郡田尻町泉州空港中 1 

電話 072-455-1283  

● ● ● ● 
  

● ● ●  

大阪検疫所、高槻予防接種センター 

大阪市港区築港 4丁目 10番 3号 

電話	
 06-6571-3522 

● 
        

 

大阪国際空港メディカルセンター 

豊中市蛍が池西町 3-555 

電話 06-6856-6485  
 

● ● ● ● 
  

● 
 

 

大阪大学保健センター吹田分室 

大阪府吹田市山田丘 2-1 

電話 06-6879-8970（9:00～17:00） 
 

● 
 

● ● 
  

● ●  

関西医科大学附属滝井病院 海外渡航外来 

守口市 

06-6993-9455（予約センター） 

 ● ● ● ● ●  ● ● ● 

医療法人 泉友会 熊野クリニック 

堺市 

072-221-7543 

 ● ● ● ●   ● ● ● 

新阪急ビル診療所 

大阪市北区 

06-6344-0701 

 ● ● ● ●   ● ● ● 
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前田整形外科クリニック 

大阪市東淀川区 

06-6829-2468 

 ● ● ● ●  ● ● ● ● 

四ツ橋 AYクリニック 

大阪市四つ橋 

06-6110-7005 

 ● ● ● ● ●  ● ● ● 

りんくうタウンクリニック 

泉佐野市 

072-460-1122 

 ● ● ● ●   ●   

上本町わたなべクリニック 

大阪市天王寺区 

06-6772-0075 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

梅田トラベルクリニック 

大阪市北区 

06-6940-0241 

 ● ● ● ● ●  ●  ● 

 
(4)	
 常備薬  
現地でも薬を入手することは可能ですが、言語の問題や自分の体に合うかどうかわかりません。飲み慣

れたものを持参するのが安心です。持参する医薬品の例は「II-2. 持ち物チェックリスト」を参照してく
ださい。 
 
II. 出発から帰国まで 
II-1. 研修先事情  
 
【参考】在 XXX国日本国大使館	
 http://www.x.emb-japan.go.jp/ 
 
（1）気候  
XXX国の気候は大きく雨季（6月～11月）と乾季（12月～5月）に分かれ、年間を通じて気温が高い熱
帯性気候です。乾季の 12月から 3月中旬は湿度が低く、比較的過ごしやすくなりますが、3月後半から
5月にかけては暑さが厳しくなります。 
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（2）服装  
日本の夏服で通年過ごせますが、日差しが強いため、肌をさらさない長袖のほうが過ごしやすいでしょ

う。室内はエアコンがよく効く場所もあるため、夏服のほかに薄手のジャケット、カーディガンの類も

用意しましょう。雨季は毎日のように激しいスコールが降り、雨具が役に立たない場合も多くあります。 
 
（3）電気・通信事情  
・電圧は 220V、50Hzのため、日本国内仕様（100V）の製品を使用するには、必ず変圧器が必要です。
プラグは A型と C型の複合型が多く、A型、C型、稀に SE型があります。 
・携帯電話が普及しており、YYY市内では、インターネット・カフェがあちこちに見られ、普通のカ
フェでもWi-Fiのサービスを無料で提供しているところが多くあります。 

 
（4）通貨・両替  
XXX国の通貨単位は ZZZ（1ドル=aaa）ですが、ZZZよりも USドルの使用頻度が高いといえます。細
かい単位の USドルを用意していくと便利です。また、USドルで支払った場合、おつりが ZZZで返っ
てきますので、細かい ZZZの使用はこれらでまかなえるでしょう。また、市内の銀行や両替所にて、日
本円、USドルから ZZZへの両替も可能です。 
 
（5）現地滞在中の危機管理  
海外では「自分の身は自分で守る」のが原則です。自分の隙・油断・知識や準備の不足がトラブルを招

くことを自覚しましょう。リスク管理は（1）未然防止の準備と、（2）発生時の迅速な対処から成りま
す。十分に準備をし、それでも問題が発生してしまった場合には現地の日本大使館または領事館（もし

くは国籍国の在外公館）、家族、大阪大学担当教職員等との迅速な連絡が必要となります。そのため、

緊急連絡先カードを常に携帯するようにしてください。 
 
①衛生面での注意 
・現地の井戸水や水道水は、食あたり・水あたりの原因となりますので直接飲まないでください。氷に

も注意してください。 
・食べ物は加熱したものを食べ、生野菜や生肉は食べないようにしてください（食あたり、肝炎、胃腸

炎の原因となります）。 
・衛生状態の悪い屋台や露店での飲食も避けてください。 
 
②動物との接触 
・蚊が媒介する感染症が発生しています。外出の際に肌の露出を控え，虫除け剤を使用するなど，蚊に

刺されないように対策することが重要です。 
・狂犬病や鳥インフルエンザなどの危険性があるため、動物には近寄らないでください。万が一噛まれ

たら、すぐに報告してください。 
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③金品の管理 
・金品・貴重品は自分で管理してください。基本的には身につけておき、外見からはわからないところ

に保持しましょう（日本にいる感覚で、ズボンの後ろポケットに財布や携帯電話を入れると大変危険

です）。 
・高級そうに見える腕時計やアクセサリーは外してください。ハンドバックはひったくりの被害にあう

恐れがありますので、持ち歩く場合は車道とは反対側に持ちましょう。人ごみの中ではバックパック

や斜めがけバッグも前に掛けるなど、十分に注意してください。 
 
④犯罪に対する注意 
・外国人をターゲットにしたすり、ひったくり、強盗、誘拐などの被害に遭遇する危険性があるため、

上述のとおり貴重品は肌身離さずに所持してください。 
・エレベーターや車のような密室に一人で見知らぬ人と入らないでください。 
・犯罪行為に巻き込まれる（麻薬の運び屋、持ち出し規制品、売買春など）場合もあるので、見知らぬ

人の荷物を預からないでください。 
 
⑤交通安全 
・交通ルールの遵守意識が低いことや、車両の増加により、交通事故が多発しています。また、車両の

急増に比べ信号機の整備等が十分でないこともあって、車道への人の飛び出しや、車両の急な車線変

更、酒気帯び運転、あるいは無理な追い越しなど交通ルールを無視した無謀運転が多くみられます。

移動時には事故に巻き込まれないよう細心の注意を払う必要があります。 
 ・主要な国道などの幹線道路でも舗装されていないところがあり、特に雨期になると雨水がたまったり、
大きな穴が開いたりするなど、路面状況が劣悪になるため、車が動かせない状態になることがあります。

また，街灯のない道路やヘッドライトを点灯していない車両もあり，夜間の移動は慎重に行う必要があ

ります。 
 
⑥過失によるトラブルへの注意 
・自身の過失による金品の遺失・置き忘れをしないように、常に緊張感を持って行動してください。 
・移動の際は忘れ物がないか念入りにチェックしましょう。 
 
 
※対策  
・万一の際の交通手段や医療機関の位置を確認しておきましょう。 
※問題発生時の対応  
・警察や役場に届け出をする。 
・迅速に病院に移送する。（帰国後、保険金を請求する時に必要となりますので、病院にかかった際に

は医療費と移送にかかった費用の領収書を取っておくのを忘れずに。） 
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（6）文化・習慣の相違によるトラブルへの注意  
・ XXX 国人の大多数は敬虔な仏教徒（上座部仏教）であるため、僧侶や仏教寺院に対して敬意を払う必要

があります。また王室に対する尊敬の念は篤く、国王を始めとする王族に対する言動にも注意が必要です。 

  ・ XXX 国人は温厚で、怒りの感情を余り表しませんが、人前で非難されたり、侮辱されたりすると激しく反発し、

極端な例では、怨恨による殺人事件にまで発展することがあります。 

  ・ 一般的に、AAA および BBB に対して嫌悪感を抱く XXX 国人が少なくないため、言動には注意が必要で

す。 

 
（7）現地での生活・活動態度について  
・時間を厳守する（集合、食事等）。 
・人の話を聞く際は、まじめな態度で聞く。 
・集団行動を乱す行為を行わない。 
・十分な休憩・睡眠をとる。 
・過度の飲酒喫煙はしない。 
・夜間の外出は慎み、もし出歩く場合には十分注意する。 
・写真撮影時は、常に許可を取る。 
・常に交流をする姿勢を忘れない。 
・異なる衣食住習慣への尊敬の念を持つ。 
・無理と無茶はしない。 

 
II-2. 持ち物チェックリスト  
□	
 【必須】パスポート	
 

□	
 【必須】バスポートの写真ページのコピー（パスポートとは別の場所に保管すること）	
 

□	
 【必須】航空券	
 

□	
 【必須】現金	
 

□	
 【必須】海外旅行傷害保険の証書	
 

	
 

□	
 	
 	
 クレジットカード	
 

□	
 	
 	
 旅行かばん（移動に便利なように小型軽量のものがよい）	
 

□	
 	
 	
 ノート、筆記用具	
 

□	
 	
 	
 帽子（日差しよけ）	
 

□	
 	
 ビーチサンダル（入浴時等に使う）	
 

□	
 	
 	
 運動靴	
 

□	
 	
 	
 長袖シャツ、長ズボン（防虫、日差しよけ、白めのものがよい）	
 

□	
 	
 襟付きシャツ（寺院などに行く場合）	
 

□	
 	
 	
 変圧器	
 

□	
 	
 	
 コンセントのプラグアタッチメント	
 

※【参照】国ごとの電圧とプラグ形状	
 http://www.traveltowns.jp/electricity/	
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□	
 	
 懐中電灯・ヘッドライト（電池残量を確認）	
 

□	
 	
 	
 常備薬（例：正露丸、ビオフェルミン、風邪薬、バンドエイド、消毒液、酔い止め、その他の常

用薬）	
 

□	
 	
 	
 洗面用具	
 

□	
 	
 	
 日焼け止め	
 

□	
 	
 	
 蚊取り線香、虫よけ薬（ポンプ式がよい）、かゆみ止め	
 

□	
 	
 	
 雨具	
 

□	
 	
 入浴用の石鹸、シャンプーは持参（できれば環境に負荷の少ないものを）	
 

□	
 	
 生理用品（女性）	
 

□	
 	
 トイレットペーパー（芯を抜くとかさばらない）	
 

□	
 	
 ウェットティッシュ	
 

□	
 	
 タオル（汗拭き、その他）・バスタオル（入浴）	
 

□	
 	
 洗濯洗剤（容器に小分けにするとよい）	
 

□	
 	
 ひも類（洗濯物を干したり、いろいろ）	
 

□	
 	
 ハンガー（針金製のなくしても惜しくないもの）・洗濯ばさみ	
 

	
 

【あると便利】	
 

□	
 	
 体温計	
 

□	
 	
 イオン飲料の粉末のもの（脱水症状時にミネラル・ウォーターで溶いて飲む）	
 

□	
 	
 レトルトのおかゆ（体調が悪い時によい）	
 

□	
 	
 サプリメント（ビタミン剤など）：疲れたり、野菜不足を補いたい時に飲む	
 

	
 

□	
 	
 耳栓・アイマスク（飛行機内その他で安眠できない時）	
 

□	
 	
 目覚まし時計（時間は厳守）	
 

	
 

□	
 	
 ライター（飛行機搭乗手続き時には、航空会社の指示に従い、手荷物か預ける荷物のどちらかに

入れる）	
 

□	
 	
 アーミーナイフ（飛行機搭乗手続き時には、航空会社の指示に従い、手荷物か預ける荷物のどち

らかに入れる）	
 

□	
 	
 軍手	
 

	
 

□	
 	
 日本を紹介するアイテム（家族の写真など）	
 

□	
 	
 交流に役立つグッズ（ケンダマ、南京玉簾、手品道具、曲芸関係など）	
 

□	
 	
 旅行会話集	
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III. 帰国後 
III-1.	
 帰国後の健康管理  
海外での研修が終了した後でも体調が悪化する場合があります。帰国して緊張が緩んだために疲労が体

調に影響を与えたり、潜伏期間の長い病気にかかった場合などに生じます。 
 
（1）体調の変化  

① 帰国直後体調に変化が起きた場合 
関西国際空港内の診療所（2F北）を利用してください。 

② 帰国後数日してから体調に変化が起きた場合 
無理をせず、すぐに病院に行って治療を受けてください。その際は必ず海外に行っていたこと

を医師に説明してください。病院を受診したときは担当教員にも連絡をしてください。 
 
（2）保険請求の方法  
病院を受診したときは、医療費と移送にかかった費用の領収書を取っておくこと（既述）。保険金を請

求する際に、立替え払いをした証拠として添付します。 
 
IV. 海外体験型教育プログラムの変更 
IV-1. プログラムの中止・延期  
（1）中止・延期の決定について  
（1）プログラム実施国／地域への到着日 1 か月前の時点で、外務省が発表する下記の「海外安全情報」のレベル

のうち、「渡航の是非を検討してください」以上の情報が発表されている場合、当該プログラムを中止もしくは延期

とする。 

（2）プログラム実施国／地域への出発直前であっても、（1）と同様の海外安全情報が発表された場合は、当該プ

ログラムを中止もしくは延期とする。 

（3）プログラム実施中において（1）と同様の海外安全情報が発表された場合、もしくは海外安全情報のレベルに

関わらず、現地受け入れ機関等からの情報により、プログラム実施において安全が確保できないと判断される場

合は、現地受け入れ機関等の担当者の指示をあおぎ、速やかに安全策を講じ、当該プログラムの中断、宿泊先

待機、緊急帰国等の措置をとる。この間、引率者は随時大阪大学 GLOCOL 本部への報告を行う。 

 

＜外務省「海外安全情報」のレベル＞ 

 

レベル 内 容 

大阪大学の方針 

（大阪大学・国際交流等に伴う危機管

理対応マニュアル修正表より） 

「十分注意してくださ

い。」 

その国・地域への渡航、滞在に当たって特別な注意が

必要であることを示し、危険を避けていただくよう、おす

すめするものです。 

実施、継続するが注意を払う。 

10 

 

「渡航の是非を検討

してください。」 

その国・地域への渡航に関し、渡航の是非を含めた検

討を真剣に行っていただき、渡航される場合には、十

分な安全措置を講じることをおすすめするものです。 

延期若しくは中止を基本方針とする。 

「渡航の延期をお勧

めします。」 

その国・地域への渡航は、どのような目的であれ延期さ

れるようおすすめするものです。また、場合によっては、

現地に滞在している日本人の方々に対して退避の可

能性の検討や準備を促すメッセージを含むことがありま

す。 

中止、途中帰国させる。 

「退避を勧告します。

渡航は延期してくだ

さい。」 

その国・地域に滞在している全ての日本人の方々に対

して、滞在地から、安全な国・地域への退避（日本への

帰国も含む）を勧告するものです。この状況では、当然

のことながら新たな渡航は延期することが望まれます。 

中止、即刻帰国させる。なお、退避の

勧告に従わないような事例が生じたよう

な場合、本学としての対応について、

その都度関係機関と協議し検討する。 

 
（2）キャンセル料の発生と負担について  
航空券や宿泊等をキャンセルする場合、時期によってはキャンセル料が発生します。キャンセル料の金

額は、出発・宿泊等を予定している日から起算した日数により、旅行会社の契約書、現地で利用する施

設（ホテルなど）の規定で定められた額に従います。いずれの場合も航空券、宿泊のキャンセルにかか

るキャンセル料、変更に伴う変更手数料等のうち、GLOCOLが補助する費用以外のものはプログラム参
加者の負担とします。 

作成年月日： 

平成 26年 2月 23日 

作成者： 

大阪大学グローバルコラボレーションセンター（GLOCOL） 

海外体験型教育企画オフィス（FIELDO） 

連絡先： 

TEL：06-6850-5176 

Email：fieldo_jimu@glocol.osaka-u.ac.jp 



82 83海外体験型教育プログラム 短期派遣手続きとリスク管理 別添資料

別添資料 2　海外体験型教育プログラムにおけるリスク対応事例

海外フィールドスタディ
分類 発生国 発生日時 事案 対応

災害 日本 2011/3/11

アメリカでの実習帰路、
成田空港着陸予定（15：
25）直前の14：46に東日
本大震災発生。

・発生直後から、成田空港の情報、利用航空会社の
情報をインターネットで確認。「遅延」表示のまま状
況が確認できないため、担当教員が航空会社へ電
話。中部空港に到着したことを確認する。
・その直後、16：45に引率教員から担当事務へ電話
連絡があり、全員の無事を確認。この時点では機
内待機中。学生本人よりご家族へ無事の連絡を入
れる。引率教員の携帯電話が不通のため、学生の
うちつながる者の携帯電話番号を確保。
・17：30過ぎ、引率教員から担当教員へ2度目の電話
連絡あり。搭乗機は成田空港へは戻らず、乗客は
中部空港で降りることが決定。引率教員が各学生
の帰宅手段を確認し、帰宅の報告をするよう指示し
て解散。学生は新幹線等で自宅等へ向かった。
・この時点で、関係部署、学生の所属研究科へ全員
無事の帰国を連絡。
・名古屋からの新幹線代については航空会社負担と
なり、後日精算した。

車両故障 パラオ 2011/8/

利用していたレンタカー
の左前輪に違和感を覚え
た。車を停止させてタイ
ヤを確認すると、異常な
空気抜けかパンクと思わ
れる状況であった。

・市街地で買い物に回る途中であったことから、
ショッピングセンターで学生と運転手以外の教員を
降ろした。
・運転手である教員が旅行会社に連絡を取り、レン
タカー会社およびその近くにあるレンタカー会社提
携整備工場に行き、タイヤのチェックを受けた。
・パンクしていることが判明し、パンク修理を受けた
（無償）。

車両故障 パラオ 2011/9/2

調査初日、現地協力者よ
り、移動中に車のタイミ
ングベルトが切れ、修理
しているため、到着が遅
れるとの連絡があった。
結局午後まで修理に時間
がかかり、現地協力者不
在のまま1日調査をする
こととなった。

・現地協力者に、調査地に詳しい知人を紹介してもら
い、調査を行った。
・これにより当初の計画とは異なる家族を対象として
調査を行わざるを得なくなり、開始当初は調査につ
いての説明不足から被調査者に不信感をもたせて
しまった。一時調査を中断し、訪問の目的等を詳し
く説明した後は、調査に関心を寄せてもらい、協
力を得た。

災害 パラオ 2011/9/2

20：22 アリューシャン列
島にて比較的大規模の地
震発生。島国であるパラ
オは、遠方での地震でも
津波の影響を受けやすい
ため警戒。

・担当事務が、テレビの地震速報で情報を得る。
・念のため、引率教員へ電話連絡。携帯電話がつな
がらなかったため、宿舎へ電話をし、取り次いでも
らい、地震が発生した旨を伝える。
・その後、気象庁のウェブサイトで情報を確認し、津
波発生の恐れはない旨、引率教員、国内担当教職
員にメール連絡。
・引率教員も宿舎にてインターネットに接続し、影響
がない旨確認。

車両故障 フィリピン 2011/9/19
乗船後、ボートがエンジ
ントラブル見舞われる。

・途中で、エンジンは回復したが、見学は中止して引
き返した。

政情不安 フィリピン 2011/9/

フィリピン航空スト、交
通機関スト、フィリピン
大学学生のデモ等、不安
定な時期に派遣が重なっ
た。

・特に影響を受けることはなかったが、これらのリス
クがあることを意識して行動した。

分類 発生国 発生日時 事案 対応

航空機遅延 中国 2012/3/10
プログラム終了、現地解
散後の移動便が欠航と
なった。

・天津→重慶便の欠航により、他の代替交通手段を
利用した。
・学生から発生した費用の保険金支払い請求があっ
た旨、保険会社担当者より連絡を受けた。

携行品事故 中国 2012/3/10
移動中にデジタルカメラ
が破損した。

・移動中にデジタルカメラが破損したとの報告に基づ
き、保険会社から修理代を支払い済みとの連絡を
受けた（報告受付2012/4/12）。

航空機遅延 中国 2012/3/17
プログラム終了、現地解
散後の帰国便が欠航と
なった。

・新陽→北京便の欠航により、新陽→上海→関空の
経路に変更して帰国した旨、学生から報告を受けた。
・学生に保険会社に連絡をして、負担した費用の保険
金支払いの手続きをとるよう指示した。

医療機関受診 ベトナム 2012/8/11

学生2名が下痢のため医
療機関にて診察を受けた
旨、引率教員からの定時
連絡にて報告を受ける。

・キャッシュレスサービス利用ではなかったため、帰
国後の保険金請求手続きを確認連絡。
・診察、血液検査、腹部超音波診断を実施。外国人
用VIPコースでの診察で、診断を含めて約1時間半
で終了。診断結果は消化不良、感染症の兆候は無い。
発熱や体のだるみも無し。服薬して下痢も軽快しつ
つあり、油濃い食事を避けている以外は、すでに
普通に活動しているとのこと。

医療機関受診 タイ 2012/8/14

学生1名が下痢のため
医療機関を受診した旨、
メールにて報告を受け
る。

・キャッシュレスサービス利用ではなかったため、帰
国後の保険金請求手続きを確認連絡。
・GLOCOL担当事務からも保険会社担当者へ一報を
入れ、処理を依頼。

医療機関受診 タイ 2012/8/15

学生1名が下痢のため
医療機関を受診した旨、
メールにて報告を受け
る。

・阪大海外拠点のセンター長宛に連絡が入り、対応
いただく。
・キャッシュレスサービス利用。
・メールにて経過観察。

携行品事故 ベトナム 2012/8/22

学生が橋を渡っていた
際、橋から落下。怪我は
ないが、リュック内のカ
メラと携帯電話が濡損。

・9/28 保険会社より事故クレーム報告として連絡を受け
る。
・10/29 保険会社より事故処理完了報告。それぞれ保
険金が支払われた。

トラブル（旅
程変更）

インドネシ
ア 2012/9/16

参加学生のご家族に不幸
があり、当該学生1名が
プログラム途中に旅程を
変更して帰国することに
なった。

・引率教員Aより以下のとおり電話とメールにて報告
を受ける。
・本人と家族の希望により、プログラム途中で帰国す
ることになった。
・週末であったこと、インターネットがつながらない
場所にいたこと、ジョグジャカルタ市内から車で2
時間ほどかかる場所にいたこと、旅行会社とはすぐ
に連絡がとれたものの、三連休のため航空会社の
対応が連休明けになることなどから手配が難しく、
連携しているNGOが手配して借りているレンタカー
で、9/16に引率教員Bが同行して空港まで行き、チ
ケットを購入。
・9/17（20：20） 現地発、9/18（08：30）日本着の便を確保。
・変更不可のチケットであったため、交渉しても変更
できず、また9/16が満席であったため、利用可能
な一番早い便が、9/17夜の便であった。

医療機関受診 日本 2012/9/19
パラオから帰国後すぐに
風邪のため医療機関を受
診。

・参加学生1名が、体調不良につき、関西空港到着後、
帰宅前に医療機関を受診。
・10/3 保険会社より事故報告有。
・国内での受診の為、キャッシュレスサービスが利用
できず一時立替。
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分類 発生国 発生日時 事案 対応

盗難／
紛失 アメリカ 2012/10/24

ホテル部屋内にパーカー
を置いていたところ、翌
日なくなっていた。

・12/12 保険会社より事故報告有。
・保険金が支払われた。

携行品事故 アメリカ 2012/11/1
リュックで携行していた
パソコンが破損したため
修理した。

・12/12 保険会社より事故報告有。
・保険金が支払われた。

政情不安 韓国 2012/2/12
北朝鮮が核実験を行った
とのニュース有。

・国境付近、軍事施設の訪問も行程に含まれていた
ことから心配したが、2/12の定時連絡にて、現地
は平穏の旨連絡を受ける。

政情不安 バングラ
デシュ 2013/2/22

2/24（日）に、イスラム過
激派政党が全国一斉、終
日、ハルタル（暴力行為
等を伴う可能性のあるゼ
ネスト）を行うことを決
定。

・2/22（金）に2/24（日）に訪問予定であった JICAダッ
カ事務所職員よりハルタル決定のメール連絡有。
・当日は全国で外出規制。JICAダッカ事務所も事務
所職員（日本人）以外の専門家、協力隊員等はすべ
て自宅待機の指示が出ているおり、宿泊地の空港
近辺からダッカ市内への移動は危険であるため、
訪問取りやめとなった。

車両故障 モンゴル 2013/8/
借上げ車輌がパンクし
た。 ・帰国後、引率教員より報告を受ける。

トラブル（旅
行会社手配漏
れ）

ラオス 2013/8/31

8/31（土）ビエンチャンか
らパクセへのフライトが、
旅行会社の手配不備に
より予約されていなかっ
た。

9/2（月）朝、旅行会社担当者より報告を受ける。
業務実施報告書で詳細報告いただくよう連絡。
GLOCOL担当教職員MLにて情報共有。

・当日その場でノーマルチケットを手配。
・現金支払いのみでの対応であったため、担当教員
がATMで8回に分けて現金を引き出し、また手持
ちの現金を集めて立替え支払い。
・プログラム行程には影響なく進めることができた。
・その後、旅行会社ビエンチャン支店担当者が、帰
路のフライト予約を確認、立て替えた費用も現地
滞在中に引率教員Aに返金。
・帰国時、旅行会社担当者より、現地および関西空
港にてお詫びを受ける。

分類 発生国 発生日時 事案 対応

医療機関受診 タイ 2013/9/2

学生よりメールにて、下
痢をしており、赤痢の可
能性が疑われるので、病
院へ行く予定との連絡を
受ける。

・メールにて以下指示、医師であるセンター長にも注
意点を確認、連絡。

---
下痢の症状があるとのこと、水分補給（糖質、ナトリ
ウム、カリウム、塩素などを含んだ飲料）を行いつつ、
できれば早めに医療機関を受診してください。

保険会社提携の病院でしたらキャッシュレスメディカ
ルサービスが使えると思いますし、それ以外の病院
でも領収書等をそろえておけば、後日保険請求でき
ます。

赤痢の疑いがあるとのこと、石鹸を使用した手洗い、
アルコール消毒、手洗い後はペーパータオルでのふ
き取りを心がけてください。
またペーパータオルは、他のごみと分けて、ビニール
袋にまとめて捨ててください。
接触感染ですので、他へ感染が広がらないよう注意
する必要があります。
---
・バンコク滞在中のGLOCOL教員、阪大海外拠点の
センター長が対応。
・病院にて診察を受け、点滴を打つ。
・検査の結果、感染性の無い下痢と判明。

携行品事故 インドネシ
ア 2013/9/

持参していたカメラが故
障した。

・10/1 派遣学生より渡航中にカメラが壊れたため保
険請求したい旨連絡を受ける。

盗難／紛失 韓国 2013/12/23
参加学生1名が財布を紛
失した。

・12/23（月） 引率教員からの定期連絡にて報告を受け
る。警察に盗難届を出したとのこと。
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海外インターンシップ
分類 発生国 発生日時 事案 対応

政情不安 インド 2011/9/7
ニューデリーで爆弾
テロが発生。

・担当教員がニュース確認後、派遣学生へメール連絡。
・翌日、担当事務からも電話連絡を行い、大きな影響はな
い旨確認した。引き続き、安全に注意して研修を続ける
よう指示。

政情不安 アメリカ 2012/3/1

勤務先オフィスに危
険郵便物（大きな封
筒の中にオバマ大統
領の写真2～ 3枚お
よびパウダー状の物
質、小さい封筒が入っ
ていた）が届いたと
のこと。

・3/12の週間報告の中で、左記の事件があった旨連絡を
受ける。
・派遣先機関の指示により、郵便物の届いたフロアで勤務
する全職員が一時ビルの下へ避難。2時間の安全捜査の
結果、危険はないと判断され、全員仕事に戻ったとのこ
と。同日はオバマ大統領がニューヨークを訪問。
・担当教員より、今後も安全情報に関して些細なことであっ
ても、報告をするよう指示した。

政情不安 ケニア 2012/3/11

ナイロビ中心部のバ
ス停で死者が出る爆
発があった。手投げ
弾が投げつけられた
模様。

・同日、学生本人より、無事を伝えるメールを受信。
・担当教員が、インターンシップ先機関の指示に従うこと、
指導員と十分に連絡をとること、また日本大使館の情報
をチェックすること等を指示。
・同時にGLOCOL関係者へ情報を共有した。

政情不安 フランス 2012/3/24

この2週間の間に、
テロ事件が立て続け
に発生。このテロの
影響により、学生の
家の前にあるユダヤ
教会では、常に二
人の見張り警官がい
る。犯人が射殺され
たにもかかわらず、
今朝も見張っていた
とのこと。

・3/24の週間報告にて、学生より左記の状況について連
絡を受ける。

医療機関受診 アメリカ 2012/4/2 眼科受診。
・6/12に保険会社担当者より、学生が4/2に眼科の診察を
受け、保険会社より治療費を医療機関へ支払済みとの連
絡あり。キャッシュレス対応。6/6に処理完了済み。

政情不安 ケニア 2012/4/3

モンバサ市近郊のバ
スターミナルおよび
同市内のパブにおい
て手榴弾爆発事件が
発生。

・外務省の海外安全情報メールサービスおよび危機管理
会社からの危機管理情報メールにより事件の発生を知
る。学生より4/6-4/10まで休暇を利用してモンバサへ旅
行するとの連絡を受けていたため、危機管理情報を転送
し、注意を喚起した。

携行品事故 ケニア 2012/4/ PC破損。 ・保険会社に連絡をして処理。

医療機関受診 アメリカ 2012/4/25

アレルギー性結膜炎
にて眼科を受診（立
替）。支払った費用
の保険金を請求。

・学生から保険会社へ初診日、医療機関名、病名、要し
た治療費を報告。
・保険会社から送られてきた返信用封筒に「診断書コピー」
と「領収書」を同封して送付。

トラブル
（住居） フランス 2012/5/25

上の部屋から水が
もれてきて、アパー
トのドアが開かなく
なってしまい、大家
との交渉が続いてい
る。

・学生から定期報告メールにて連絡あり。
・その後も経過報告を受ける。

分類 発生国 発生日時 事案 対応

医療機関受診 フランス 2012/6/22
外耳道の湿疹、外耳
炎のため、医療機関
を受診。

・定期報告メールにて、外耳道の湿疹、外耳炎のため、医
療機関を受診した旨、報告を受ける。キャッシュレスで
対応（薬は別途支払い）。

トラブル（住
居） フランス 2012/6/29

アパートトイレの水
漏れ。

・定期報告メールにて先週からアパートのトイレが水漏れ
しているとの連絡あり。
・7/5 ホテル暮らしをしているとの連絡あり（保険補償有）。

災害 コスタリカ 2012/9/6

コスタリカの5日午前
（日本時間6日未明）
にコスタリカ北西部
でM7.6の地震が発
生。

・9/5（水）11：31 学生より週1回の定期報告をメールにて受ける。
・9/6（木）2：07 担当教員が学生からの定期報告メールに返
信。その際、コスタリカに出張中のGLOCOL教員へも
CC。
・9/6（木）2：16 CCを受けた現地滞在中の教員より地震発
生の旨、メール連絡を受ける。
・日本国内の担当教員が学生への電話連絡を何度か試みる。
・現地滞在中の教員にも電話連絡を依頼。
・約1時間半後の午前4時頃、日本国内担当教員が学生と
電話がつながり、無事を確認。
・9/6（木）8：35 学生よりメールにて状況報告を受ける。

携行品事故 セルビア 2012/9/14 持参したPCの故障。

・学生よりメールにてアドバイスを求める連絡が入る。
・担当教員が「セーフモード」で再起動、システムの修復を
することを提案。
・その後学生より、受入先担当者の協力により、修復でき
た旨、報告を受ける。

政情不安 中国 2012/9/19
尖閣諸島問題での
抗議デモが各地で発
生。

・危機管理会社からの危機管理情報を学生に随時転送し、
デモに巻き込まれないよう注意喚起。
・9/19（水） 定期報告メールにて、学生より北京の様子につ
いて報告を受ける。

盗難 ― 2013/1/17

ホームステイ先で鍵
をかけて保管してい
たキャリーバックが
壊されていた。前日
には、衣類・電子機
器の充電器が盗まれ
ている様子。

・1/17（木） メールにて学生から連絡を受ける。ホストマザー
と相談し1/18（金）に警察を呼ぶことにし、受入先担当者
へは連絡をしたとのこと。
・保険会社へGLOCOL事務から連絡を入れる。直接学生
へ連絡を取るよう依頼。
・受入先担当者も保険会社へ連絡をいれており、書類を
自宅に送ってもらうようにしたとのこと。
・1/18（金） ホストファミリーが警察をよんでくれないとのこと。
・危機管理会社より事故受け付け報告連絡あり。
・学生所属研究科教員より連絡あり。
・係長、課長補佐、センター長に情報共有。
・学生所属研究科担当係にも情報共有。
・学生所属研究科国際委員会委員長を窓口に対応するこ
とを決定。
・安全確保のためホームステイ先を出ることを決定。
・1/18（金） ホームステイ先を出て、ホテルへ移動。
・1/31（木） 学生所属研究科教員より進捗報告。
・ホストファミリー斡旋業者から残期間分の返金あり。今
後は斡旋業者とホストファミリー間の交渉になるとのこ
と。
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分類 発生国 発生日時 事案 対応

医療機関受診 フランス 2013/2/9

帯状疱疹の症状が
出たため通院。保
険手続きのため保険
会社フランスからの
サポートセンターへ
の連絡先について、
学生がサポートセン
ターへ問い合わせ。

・学生からの定期連絡（2/9）、危機管理会社からの対応報
告（2/12）より、帯状疱疹羅漢、通院の旨連絡を受ける。

医療機関受診 アメリカ 2013/8/22

ダニ刺されのため、
海外旅行傷害保険を
利用して、近隣の日
系医療機関を受診。
塗り薬と飲み薬をも
らい様子を見る予
定。金曜日に再診予
定。

・学生からの定期連絡（8/22）にて、左記のとおり報告を受
ける。

トラブル アメリカ 2013/8/28

銀行口座から2万円
程度不正出金され
た。銀行から直接
メールがあったので、
すぐに電話で連絡を
して現在のカードを
停止。原因究明中。
過失がなければ補償
される。

・学生からの定期連絡（8/29）にて、左記のとおり報告を受
ける。

政情不安 ケニア 2013/9/21
ショッピングモール
におけるテロ事件発
生。

・9/22 派遣学生よりメールにて無事である旨連絡を受け
る。

盗難／紛失 タンザニア 2013/11/13
カフェに財布を忘れ、
紛失した。

・11/13 派遣学生よりメールにて連絡を受ける。クレジット
カード停止はしたとのこと。
・11/14 保険会社、危機管理会社より事故受付報告を受け
る。
・11/14 インターンシップ先担当者へも相談しつつ、必要な
手続き意をとるよう指示。
・11/18 危機管理会社より事故受付報告を受ける。安価な
送金方法を教えてほしいとのこと。学生のメールアドレ
スを伝え、直接連絡いただく。

分類 発生国 発生日時 事案 対応

トラブル タンザニア 2013/11/25

在留カードを紛失し
ていたことにより、
予定していた飛行機
への搭乗を拒否され
た（当学生は中国籍
の留学生）。

・11/26（火）1：56 派遣学生よりメールにて連絡を受ける。
帰国のため空港へ向かったが、左記の理由により出国で
きなかった。大使館へ出向くこと、飛行機の取り直しを
指示され、一旦市内へ戻るとのこと。
・11/26（火）10：11 GLOCOL事務が保険会社へ保険適用と
契約期間延長について問い合わせ、学生へ連絡。携行
品（旅程変更の補償へは未加入のため）の項目でどこま
で保証されるか不明だが、とりあえず発生する費用の領
収書をすべて持ち帰ることを指示。契約期間については
72時間は自動延長、その後は契約更新が必要な旨連絡
（⇒11/27に旅券紛失でない限り、72時間の自動延長は
不可、契約更新の場合は当初の契約期間内に手続きが
必要、出国済みの場合は海外旅行傷害保険への加入が
不可であることから、この度の保険延長は不可との連絡
を保険会社より受け、訂正連絡。ただし、財布紛失に起
因する発生費用については保険適用検討範囲）。
・11/26（火）19：22 学生より経過についてメール連絡を受
ける。
・11/27（水）20：00 担当教員がスカイプにて学生と面談、
詳細を確認。タンザニアの滞在ビザは1週間の延長手続
きを取ったとのこと。
・11/29（金）2：07 担当教員が学生へ状況確認ためメール
連絡。
・11/29（金）2：18 学生より経過についてメール連絡を受け
る。日本大使館職員が学生の在留資格について確認を
取り、航空会社（タンザニア）へ連絡。飛行機手配を進め
てもらえる予定とのこと（⇒日本大使館－航空会社（タン
ザニア）間で調整がついた後、航空会社のタンザニア－
東京オフィス間でやりとりがあり、航空会社（東京）が入
国管理局に学生の在留資格を再度確認。その確認が取
れた時点で航空券手配を進めてもらえた様子。変更手
数料（5,000円）と当初の搭乗予定時にチェックインカウ
ンターに現れなかったことによる費用（12,500円）を支払
いチケットを入手した）。
・12/2（月）18：25 現地発、12/3（火）16：55 成田着にて帰国。
・12/5（木） GLOCOLにて面談、保険金請求手続きを行う。
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別添資料 3-1　応募フォーム（日本語）



92 93海外体験型教育プログラム 短期派遣手続きとリスク管理 別添資料

別添資料 3-2　応募フォーム（英語）
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別添資料 4 プログラム参加確認書
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別添資料 5-1　誓約書（海外フィールドスタディ）（日本語） 別添資料 5-2　誓約書（海外フィールドスタディ）（英語）
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別添資料 5-3　誓約書（海外インターンシップ）（日本語） 別添資料 5-4　誓約書（海外インターンシップ）（英語）



100 101海外体験型教育プログラム 短期派遣手続きとリスク管理 別添資料

項目 処理方法 必要書類 備考
通信費

SIMカード／プリペイドカー
ド購入 立替 □立替払請求書

□領収書

携帯電話レンタル 立替
□立替払請求書
□領収書
□クレジットカード明細

現地交通費

車両借上げ（運転手付） 請求書払
□見積書
□移動日ごとの移動区間（距離）／搭乗者名簿／車
両の定員
□請求書

車両借上げ（運転手付） 立替
□立替払請求書
□移動日ごとの移動区間（距離）／搭乗者名簿／車
両の定員
□領収書

レンタカー（運転手無） 請求書払

□自家用車等使用申請書兼承認書
□見積書
□移動日ごとの移動区間（距離）／搭乗者名簿／車
両の定員
□請求書

「自家用車等使用申請書兼承認書」提出手順
・書類作成後、センター長の承認を得る
・国際連携係の決裁を得る
・センター長印：三文判ではなく公印を押す
・写しを一元化センターへ提出

レンタカー（運転手無） 立替

□自家用車等使用申請書兼承認書
□立替払請求書
□移動日ごとの移動区間（距離）／搭乗者名簿／車
両の定員
□領収書

同上

講演謝金 ※謝金規程単価は別紙参照

講演謝金
（個人への支払い・事前に金
額確定）

直接振込
外国送金

□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無
□振込依頼書または外国送金依頼書
□講演者への依頼および承諾文書、メール等
□プログラム・当日資料等（実施日時、実施者名、
演題等が記載されたもの）証拠書類
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・事前に ICHO財務会計システムにて謝金申
請
・外国送金依頼書は原本が必要
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

講演謝金
（個人への支払い・事前に金
額確定）

代人振込

□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無
□委任状
□領収書
□代人振込依頼書
□講演者への依頼および承諾文書、メール等
□プログラム・当日資料等（実施日時、実施者名、
演題等が記載されたもの）証拠書類
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・事前に ICHO財務会計システムにて謝金申
請
・委任状、領収書へは実施者の直筆署名が必
要
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

講演謝金
（個人への支払い・事後に金
額確定）

直接振込
外国送金

□謝金実施伺い
□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無
□振込依頼書または外国送金依頼書
□講演者への依頼および承諾文書、メール等
□プログラム・当日資料等（実施日時、実施者名、
演題等が記載されたもの）証拠書類
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・事前に実施者氏名や実施時間、金額等が不
明な場合、「謝金実施伺い（エクセル様式）」
を作成、課内決裁
・謝金業務実施後、ICHO財務会計システムに
て確定情報に基づき申請
・外国送金依頼書は原本が必要
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

講演謝金
（個人への支払い・事後に金
額確定）

代人振込

□謝金実施伺い
□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無

□委任状
□領収書
□代人振込依頼書
□講演者への依頼および承諾文書、メール等
□プログラム・当日資料等（実施日時、実施者名、
演題等が記載されたもの）証拠書類

□謝金実施報告書（ICHO様式）

・事前に実施者氏名や実施時間、金額等が不
明な場合、「謝金実施伺い（エクセル様式）」
を作成、課内決裁
・委任状、領収書へは実施者の直筆署名が必
要
・謝金業務実施後、ICHO財務会計システムに
て確定情報に基づき申請
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

講演謝金（法人への支払い） ※業務委託契約となる（業務委託契約の欄参照）
通訳謝金 ※謝金規程単価は別紙参照

通訳謝金（個人への支払い） 直接振込
外国送金

□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無

□振込依頼書または外国送金依頼書
□依頼状／回答書
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・金額が事後に決まる場合は、講演謝金同様、
「謝金実施伺い」を利用する
・外国送金依頼書は原本が必要
・依頼状をセンター長名で作成し、回答書を
返送してもらう
・回答書（メール文可）を証拠書類として提出
する
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

通訳謝金（個人への支払い） 代人振込

□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無

□委任状
□領収書
□代人振込依頼書
□依頼状／回答書
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・金額が事後に決まる場合は、講演謝金同様、
「謝金実施伺い」を利用する
・委任状、領収書へは実施者の直筆署名が必
要
・依頼状をセンター長名で作成し、回答書を
返送してもらう
・回答書（メール文可）を証拠書類として提出
する
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

通訳謝金（法人への支払い） ※業務委託契約となる（業務委託契約の欄参照）
翻訳謝金 ※謝金規程単価は別紙参照

翻訳謝金（個人への支払い） 直接振込
外国送金

□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無

□振込依頼書または外国送金依頼書
□依頼メール／回答メール
□原稿
□翻訳物
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・金額が事後に決まる場合は、講演謝金同様、
「謝金実施伺い」を利用する
・外国送金依頼書は原本が必要
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

翻訳謝金（個人への支払い） 代人振込

□実施予定内容／実施予定者名／実施期間／実施
時間／実施日数／単価（単価超過の場合はその理
由）／旅費有無

□委任状
□領収書
□代人振込依頼書
□依頼メール／回答メール
□原稿
□翻訳物
□謝金実施報告書（ICHO様式）

・金額が事後に決まる場合は、講演謝金同様、
「謝金実施伺い」を利用する
・委任状、領収書へは実施者の直筆署名が必
要
・実施報告書へは担当教員が直筆署名

翻訳謝金（法人への支払い） 請求書払

□見積書
□納品書
□振込依頼書または外国送金依頼書
□原稿
□翻訳物

・振込依頼書、外国送金依頼書は原本が必要

翻訳謝金（法人への支払い） 立替

□見積書
□納品書
□領収書
□原稿
□翻訳物

現地協力者謝金
現地協力者謝金
（個人への支払い）

事前に金額確定／事後に金額確定
直接振込・外国送金／代人振込とも通訳謝金と同様

・謝金規則上、「その他謝金」の項目となり、
算定根拠を明確にする必要あり

* 業務委託契約に該当するか否かで必要書類が異なりますので、いずれも事前にご相談ください。
* 以下の項目は前払いはできません。すべて事後の処理となります。
* クレジットカードでの立替支払いの場合、明細書の添付が必須です。
* 原則、大学からの直接支払いとし、やむを得ない場合に教員の立替処理を認めます。
* 見積書／領収書等が日本語・英語以外の言語で作成されている場合、支払先名、住所、連絡先、日付、支払い対象項目等に
ついて訳語を鉛筆で付記してください。

* 緑字は指定の様式があります。

別添資料 6　経費精算必要書類一覧
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現地協力者謝金
（法人への支払い） ※業務委託契約となる（業務委託契約の欄参照）

会場費

会場費 請求書払
□見積書
□請求書
□会議等の実施証拠書類（開催案内等）

会場費 立替
□立替払請求書
□領収書
□会議等の実施証拠書類（開催案内等）

会議費

情報交換会等実施時の飲食
代 請求書払

□会議費支出伺い／開催通知／参加者名簿
□振込依頼書または外国送金依頼書
□議事録
□出席者名簿
□見積書
□請求書
□提供された料理・飲料のリスト

・外国送金依頼書は原本が必要
・法人宛に振り込む場合は、振込依頼書も押
印原本が必要
・アルコール類の支払いは不可
・事前に「会議費支出伺い」を提出、決裁を得
る
「会議費支出伺い」必要項目
①会議名
②会議日
③開催場所
④支出予定額
⑤支払先
⑥会議内容（開催通知作成のため）
⑦予定人数
⑧参加者名簿（氏名、所属、職名／学年）

情報交換会等実施時の飲食
代 立替

□会議費支出伺い／開催通知／参加者名簿
□立替払請求書
□議事録
□出席者名簿
□領収書
□提供された料理・飲料のリスト

・アルコール類の支払いは不可
・事前に「会議費支出伺い」を提出、決裁を得
る
「会議費支出伺い」必要項目
①会議名
②会議日
③開催場所
④支出予定額
⑤支払先
⑥会議内容（開催通知作成のため）
⑦予定人数
⑧参加者名簿（氏名、所属、職名／学年）

研修参加費

既定の研修プログラムに参
加する場合 請求書払

□振込依頼書または外国送金依頼書
□見積書
□プラン表／価格表
□請求書
□参加者名簿

・外国送金依頼書は原本が必要
・法人宛に振り込む場合は、振込依頼書も押
印原本が必要

既定の研修プログラムに参
加する場合 立替

□立替払請求書
□プラン表／価格表
□領収書
□参加者名簿

特別に企画された研修プロ
グラムに参加する場合 ※業務委託契約となる（業務委託契約の欄参照） ・参加費の妥当性を証明する必要あり

荷物送料
大学から関西空港への荷物
送料 料金後納 ・クロネコヤマトにて発送（料金後納）

関西空港から大学への荷物
送料 立替

□立替払請求書
□領収書
□送付伝票控え

・ただし、クロネコヤマトを利用する場合は、
着払いで依頼（請求書払いで対応）

荷物追加料金

荷物追加料金 立替 □立替払請求書
□領収書

ガソリン代

ガソリン代 立替 □立替払請求書
□領収書

別添資料7：海外フィールドスタディ管理ファイル

【プログラム概要】

渡航日程 ※日本出発日／日本到着日 MM/DD～MM/DD

現地実習日程 ※移動日は含みません。 MM/DD～MM/DD

担当教員（引率教員①）

引率教員②

【実施費用】

学生負担額

※助成額は加味せず、実額を記
載してください。助成が行える場
合には、右記の額より自動的に
助成額を差し引いて、学生負担
額として募集要項等に提示しま
す。

（内訳）
※含まれる費用項目を記載してく
ださい。

GLOCOL負担額
※以下の内訳に数字を入力する
と自動で合計額が表示されます。 0

（内訳）

※学生への助成、主催者保険料
は加味する必要はありません。
定員に応じて自動的に設定しま
す。

事前調査
現地経費

※通訳謝金、講演謝金、会場
費、情報交換会費、通信費、衛
星携帯電話（必要な場合）、車輌
借上げ代、予備費等の予定総額
を記載してください。

事前学習
講演謝金

※単価7,000円/時間

現地経費

※通訳謝金、講演謝金、会場
費、情報交換会費、通信費、衛
星携帯電話（必要な場合）、車輌
借上げ代、予備費等の予定総額
を記載してください。
※（参考）衛星携帯電話料金
http://www.jalabc.com/rental/ov
erseas21.html

（単位：円）
※以下の金額は集計シートとリンクさせますので、必ず通貨単位は「円」で入力してください。

プログラム名

プログラム名（英語）

実施国

実施地域・都市

※FIELDO予算では引率教員2名
以内を原則とします。

テーマ

事前調査旅費

引率旅費①

引率旅費②

報告書翻訳費用

報告書印刷・製本費用

内容

定員

催行可能人数

報告会（有／無）

報告書（有／無）

別添資料 7　海外フィールドスタディ管理ファイル
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【活動日程表】

※この活動日程表は、緊急連絡先資料としても利用します。

※学生の助成金支給に必要ですので、以下の書類とあわせてご連絡ください。

①フライトスケジュール

②航空券見積書（手配旅行の場合および国費留学生の場合）／参加費見積書および内訳書*（受注型企画旅行の場合）

     *宿泊料を含む場合には、朝・夕食の有無を明記すること

     *ガイド料など人件費にあたる費用は含まないこと

日付 活動地 訪問先 活動内容 宿泊先
移動手段
（車両借上の有無）

情報交換会費支出の
有無

2013/1/1

渡航日程

プログラム名

MM/DD～MM/DD

プログラム名 海外フィールドスタディ（国名）

出発日 2013/MM/DD

帰国日 2013/MM/DD

日本時間との時差 A時間遅れている

衛星電話（レンタル）

国 国名

電話番号 電話番号

現地の電話　国番号 +BB

日本から現地への国際電話 010-BB-（電話番号）

*010の後ろの国番号をかえること

現地情報

→ 引率率率教員① 教員⽒氏名 現地携帯電話番号
→ 引率率率教員② 教員⽒氏名 現地携帯電話番号
→ 協⼒力力先 教員⽒氏名 現地携帯電話番号

→ 保険会社 会社名 電話番号 -‐‑‒
海外拠点 センター名 電話番号 -‐‑‒

→ 在外⽇日本国⼤大使館／領領事館 ⼤大使館／領領事館名 電話番号 -

→ 救急 -‐‑‒ -‐‑‒ 国名国内緊急時 　XXX
→ 警察 -‐‑‒ -‐‑‒ 国名国内緊急時 　YYY

アイラック安心サポートデスク 　*国によってフリーダイヤルなどあるので、番号があれば記入する

国際フリーダイヤル 電話番号1

国際コレクトコール 電話番号2

直通国際電話（有料） 電話番号3

日本国情報

当番教員・事務の①②

→ 当番教員① 教員⽒氏名 公⽤用携帯電話番号
→ 当番教員②   教員⽒氏名 -‐‑‒
→ GLOCOL事務① 事務⽒氏名 公⽤用携帯電話番号
→ GLOCOL事務② 事務⽒氏名 -‐‑‒

保険会社（国内）

→ 保険会社（担当者名） 電話番号

別添資料 8　緊急連絡先ファイル

基本データ

　緊急連絡先ファイルは複数のシートからなるエクセルファイルであり、「基本データ」シートに必要情報を入力すると、
全シートの該当箇所にリンクし、必要情報が表示されるように設定されている。【活動日程表】

※この活動日程表は、緊急連絡先資料としても利用します。

※学生の助成金支給に必要ですので、以下の書類とあわせてご連絡ください。

①フライトスケジュール

②航空券見積書（手配旅行の場合および国費留学生の場合）／参加費見積書および内訳書*（受注型企画旅行の場合）

     *宿泊料を含む場合には、朝・夕食の有無を明記すること

     *ガイド料など人件費にあたる費用は含まないこと

日付 活動地 訪問先 活動内容 宿泊先
移動手段
（車両借上の有無）

情報交換会費支出の
有無

2013/1/1

渡航日程

プログラム名

MM/DD～MM/DD
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別添資料8：緊急連絡先ファイル

プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

緊急時対応体制フローチャート A時間遅れている

現 地

★ 引率教員 ■ 1日に一度、当番教職員へ電話またはメールにて連絡し、情報共有

*平日・土日祝共通

引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 ★ 危機発生

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 ● 事故や病気など、現地での対処・対応が可能な場合

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号 → シート1の体制

● 自然災害やテロなどの場合

→ シート2の体制

■ 日本から現地へ緊急で連絡を取る必要がある

*引率教員に上から順につながるところへ連絡

■ 当番教員・事務

当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号 ★ 定時連絡が無く、引率教員や現地関係者と連絡がとれない場合

当番教員② 教員氏名 - → シート3の体制

GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号

GLOCOL事務② 事務氏名 - ※ 現地へ連絡をとりたい家族がいる場合

*平日はGLOCOL豊中オフィス・国際連携係へ。

　それ以外は当番教職員へ連絡してもらう。

・ アイラック安心サポートデスク（24時間相談受付・アドバイス）　 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176

通話料無料 電話番号1 GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442

国際コレクトコール 電話番号2 国際連携係：06-6879-7038

直通国際電話（有料） 電話番号3

・ 電話番号 センター長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 副センター長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 課長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 課長補佐：個人携帯電話番号

係長：個人携帯電話番号

* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号） *他連絡先は詳細シートを参考のこと

* 国名 へ日本から国際電話をかける 010-BB-（電話番号）

国名 国番号 +BB

海外フィールドスタディ（国名）

日本時間との時差：

　国　内

センター名

保険会社（担当者名）

会社名

大使館／領事館名

大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム

緊急時対応体制フローチャート

プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

1-緊急時対応体制（現地での対処・対応が可能な場合） A時間遅れている

現 地 国　内

★ 危機発生（事件・事故など） ★ 現地より連絡を受ける

↓ 当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号

引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号 当番教員② 教員氏名 -

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務② 事務氏名 -

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号

■ 警察、病院への連絡 ■ 連絡を受けた当番教職員

■ 病気、けがの場合は病院へ搬送 ↓ 　　 ● センター長・副センター長へ報告し、他の当番教員・事務と連絡をとる

↓

■ 対応拠点の決定 ■ センター長が対応方針を決定

↓ 　　（状況に応じて病院、警察、ホテル、大使館などを選択） → □ 対応チームを招集せず、各担当者が連絡を取り合い、事態の解決を図る

→ □ 対応チームを招集し、情報収集・対応方針を決定する

↓

■ 当プログラムの当番教職員へ状況報告（上から順につながるところへ） ◇ 課長は国際交流課にて待機

↓ 　*必要に応じて日本の国番号（+81）発信 ◇ 他の対応チームはGLOCOL豊中オフィスに集合

■ 対応方針の調整 ● センター長

↓ 　 ● プログラムの続行・中止の判断

　 ● 現地への人員派遣の判断

■ 事態解決 　 ・事務①・事務②→パスポート、ビザ、航空券、宿泊先等手配

↓

● 副センター長

■ 現地での事後処理 ● 現地との連絡窓口

　 ● 当該ご家族への状況説明と連絡

救急： 国名国内緊急時　XXX ● 事務①

警察： 国名国内緊急時　YYY 　 ● 保険会社との連絡

・ アイラック安心サポートデスク（24時間相談受付・アドバイス） ● 事務②

　 ●

通話料無料 電話番号1 　 ● 学生所属研究科へ連絡

国際コレクトコール 電話番号2 　 ● MLによりGLOCOLへ情報共有

直通国際電話（有料） 電話番号3

・ 電話番号

・ 電話番号 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176 センター長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442 副センター長：個人携帯電話番号

・ 保険会社（担当者名） 電話番号 国際連携係：06-6879-7038 課長：個人携帯電話番号

課長補佐：個人携帯電話番号

* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号） *他連絡先は詳細シートを参考のこと 係長：個人携帯電話番号

* 国名 へ日本から国際電話をかける 010-BB-（電話番号）

国名 国番号 +BB

センター名

大使館／領事館名

阪大の緊急時の連絡網にもとづき、学生交流推進課（内7101）へ連絡

海外フィールドスタディ（国名）大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム

　　（カウンターパート、保険会社、GLOCOL、海外拠点、現地司法当局、病院など）

（センター長、副センター長、国際交流課長、国際交流課長補佐、当番教職員）

日本時間との時差：

会社名

　*国際コレクトコールがない地域からは最初に有料でかけ、折り返しの連絡にしてもらう。

緊急時対応体制（現地での対処・対応が可能な場合）
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プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

2-緊急時対応体制（自然災害やテロなどの場合） A時間遅れている

現 地 国　内

★ 危機発生（災害やテロなど） ★ 現地より連絡を受ける

↓ 当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号

引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号 当番教員② 教員氏名 -

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務② 事務氏名 -

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号

■ 大使館などの指示に従い、国外退去等の対応

↓ ■ 現地より直接連絡を受けた当番教職員

↓ 　　 ● センター長・副センター長へ報告し、他の当番教員・事務と連絡をとる

■ 当プログラムの当番教職員へ状況報告（上から順につながるところへ）

↓ 　*必要に応じて日本の国番号（+81）発信 ■ センター長が対応方針を決定

→ □ 対応チームを招集し、情報収集・対応方針を決定する

↓

■ 帰国の手続き ◇ 課長は国際交流課にて待機

↓ ◇ 他の対応チームはGLOCOL豊中オフィスに集合

■ 帰国 ● 副センター長

● 現地との連絡窓口

　 ● ご家族への状況説明と連絡

救急： 国名国内緊急時　XXX ● 事務①

警察： 国名国内緊急時　YYY 　 ● 保険会社との連絡

・ アイラック安心サポートデスク（24時間相談受付・アドバイス） ● 事務②

　*国際コレクトコールがない地域からは一度有料でかけ、折り返しの連絡にしてもらう。 　 ●

通話料無料 電話番号1 　 ● 学生所属研究科へ連絡

国際コレクトコール 電話番号2 　 ● MLによりGLOCOLへ情報共有

直通国際電話（有料） 電話番号3

・ 電話番号

・ 電話番号

・ 電話番号 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176 センター長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442 副センター長：個人携帯電話番号

国際連携係：06-6879-7038 課長：個人携帯電話番号

* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号） 課長補佐：個人携帯電話番号

* 国名 へ日本から国際電話をかける 010-BB-（電話番号） *他連絡先は詳細シートを参考のこと 係長：個人携帯電話番号

国名 国番号 +BB

大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム 海外フィールドスタディ（国名）

会社名

保険会社（担当者名）

センター名

日本時間との時差：

大使館／領事館名

（センター長、副センター長、国際交流課長、国際交流課長補佐、当番教職員）

阪大の緊急時の連絡網にもとづき、学生交流推進課（内7101）へ連絡

緊急時対応体制（自然災害やテロなどの場合）

プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

3-緊急時対応体制（引率教員と連絡が取れない） A時間遅れている

現 地 国　内

★ 引率教員と連絡がとれず、現地の把握ができない

■ センター長が対応方針を決定

引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号 □ 対応チームを招集し、情報収集・対応方針を決定する

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 ↓

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 ◇ 課長は国際交流課にて待機

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号 ◇ 他の対応チームはGLOCOL豊中オフィスに集合

● センター長

　 ● プログラムの続行・中止の判断

　 ● 現地への人員派遣の判断

　 ・事務①・事務②→パスポート、ビザ、航空券、宿泊先等手配

● 副センター長

■ 当番教員よりセンター長・副センター長へ連絡 　 ● 現地との連絡窓口

■ 担当事務より国際交流課長・課長補佐へ連絡 ● ご家族への状況説明と連絡

当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号

当番教員② 教員氏名 - ● 事務①

GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号 ● 保険会社との連絡

GLOCOL事務② 事務氏名 -

● 事務②

　 ●

■ 派遣先関係機関、日本国内関係機関問い合わせ、情報収集をおこなう 　 ● 学生所属研究科へ連絡

● MLによりGLOCOLへ情報共有

アイラック安心サポートデスク（24時間相談受付・アドバイス）

通話料無料 電話番号1

国際コレクトコール 電話番号2

直通国際電話（有料） 電話番号3 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176 センター長：個人携帯電話番号

GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442 副センター長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 国際連携係：06-6879-7038 課長：個人携帯電話番号

・ 電話番号 課長補佐：個人携帯電話番号

・ 電話番号 *他連絡先は詳細シートを参考のこと 係長：個人携帯電話番号

・ 電話番号

* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号）

* 国名 へ日本から国際電話をかける 010-BB-（電話番号）

国名 国番号 +BB

センター名

保険会社（担当者名）

大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム 海外フィールドスタディ（国名）

日本時間との時差：

会社名

大使館／領事館名

　国　内

（センター長、副センター長、国際交流課長、国際交流課長補佐、当番教職員）

阪大の緊急時の連絡網にもとづき、学生交流推進課（内7101）へ連絡

緊急時対応体制（引率教員と連絡が取れない）
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プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

緊急連絡先（参加学生用） A時間遅れている

現 地

★ 引率教員

引率教員① 教員氏名 -

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号

※ 緊急で現地へ連絡をとりたい場合

平日（9～17時）

GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176

国際連携係：06-6879-7038

■ 当番教員・事務 平日上記以外と土日祝日

当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号 左記当番教員

当番教員② 教員氏名 -

GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号

GLOCOL事務② 事務氏名 -

大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム 海外フィールドスタディ（国名）

日本時間との時差：

　国　内

緊急連絡先（参加学生用）

プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

緊急連絡先（ご家族用） A時間遅れている

現 地

★ 引率教員

引率教員① 教員氏名 -

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号

※ 緊急で現地へ連絡をとりたい場合

平日（9～17時）

GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176

国際連携係：06-6879-7038

■ 当番教員・事務 平日上記以外と土日祝日

当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号 左記当番教員

当番教員② 教員氏名 -

GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号

GLOCOL事務② 事務氏名 -

大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム 海外フィールドスタディ（国名）

日本時間との時差：

　国　内

緊急連絡先（ご家族用）

プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD

緊急連絡先（関係者用） A時間遅れている

現 地

★ 引率教員

引率教員① 教員氏名 -

引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号

協力先 教員氏名 現地携帯電話番号

*緊急時用衛星電話 国名 電話番号

※ 緊急で現地へ連絡をとりたい場合

平日（9～17時）

GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176

国際連携係：06-6879-7038

■ 当番教員・事務 平日上記以外と土日祝日

当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号 左記当番教員

当番教員② 教員氏名 -

GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号

GLOCOL事務② 事務氏名 -

大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディプログラム 海外フィールドスタディ（国名）

日本時間との時差：

　国　内

緊急連絡先（関係者用）
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【緊急連絡先データ】

プログラム名 海外フィールドスタディ（国名）

出発日 2013/MM/DD

帰国日 2013/MM/DD

担当教員（引率教員①）

現地携帯電話番号

日本国内携帯電話番号

メールアドレス

担当期間

引率教員②

現地携帯電話番号

日本国内携帯電話番号

メールアドレス

担当期間

現地協力団体名①

担当者名

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

現地協力団体名②

担当者名

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

現地協力団体名③

担当者名

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

宿泊先名①

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

住所

宿泊先名②

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

住所

宿泊先名③

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

住所

緊急連絡先データ

利用旅行会社名①

担当者名

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

利用旅行会社名②

担当者名

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

利用航空会社名

電話番号（現地）

電話番号（日本）

メールアドレス（現地）

メールアドレス（日本）

利用可能病院名①

対応可能診療科名

住所

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

利用可能病院名②

対応可能診療科名

住所

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

【所属研究科連絡先】

プログラム名 海外フィールドスタディ（国名）

出発日 2013/MM/DD

帰国日 2013/MM/DD

研究科名

事務担当係（役職／氏名）

電話番号

メールアドレス

業務時間外の連絡先

研究科名

事務担当係（役職／氏名）

電話番号

メールアドレス

業務時間外の連絡先

研究科名

事務担当係（役職／氏名）

電話番号

メールアドレス

業務時間外の連絡先

所属研究科連絡先
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2014/2/23 大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）
海外フィールドスタディ学生派遣に関わる緊急時連絡先詳細

【⽇日本国内】

担当者名 携帯電話 固定電話 ファックス メールアドレス

当番教員①  

当番教員②

GLOCOL事務①

GLOCOL事務②

センター⻑⾧長

副センター⻑⾧長

国際交流流課

国際交流流課 　

国際連携係

学⽣生交流流推進課

【国際交流流オフィス】

担当者名 携帯電話 固定電話 ファックス メールアドレス

学⽣生交流流推進課

国際交流流課

【電話以外の連絡⼿手段】
ユーザー名（ログインアドレス） パスワード 表⽰示名

Skype

Twitter

Facebook

備考

通話が難しい場合はテキストメッセージを利利⽤用。内容によっては個別の
メッセージ送信を利利⽤用するなど、情報の流流出に注意。

2014/2/23 大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）
海外フィールドスタディ学生派遣に関わる緊急時連絡先詳細

【海外拠点】

担当者名 連絡先① 連絡先② ファックス メールアドレス

【その他】
担当者名 ファックス メールアドレス

外務省省アジア⼤大洋州局地域政策課 -‐‑‒ 03-‐‑‒3580-‐‑‒3311（内線2409） -‐‑‒ -‐‑‒

外務省省領領事局海外邦⼈人安全課
（テロ・誘拐に関する問い合わせを除く）

-‐‑‒ -‐‑‒ -‐‑‒

外務省省領領事局邦⼈人テロ対策室
（テロ・誘拐に関する問い合わせ）

-‐‑‒ 03-‐‑‒3580-‐‑‒3311（内線2310） -‐‑‒ -‐‑‒

外務省省領領事サービスセンター
（海外安全相談班）

-‐‑‒ 03-‐‑‒3580-‐‑‒3311（内線2903） -‐‑‒ -‐‑‒

⽂文部科学省省⾼高等教育局
学⽣生・留留学⽣生課留留学⽣生交流流室

-‐‑‒ -‐‑‒ -‐‑‒

連絡先

03-‐‑‒3580-‐‑‒3311（内線2851）

03-‐‑‒5253-‐‑‒4111（内線3027）

学内連絡先

関係機関連絡先①

2014/2/23 大阪大学GLOCOL海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）
海外フィールドスタディ学生派遣に関わる緊急時連絡先詳細

【⼤大使館／領領事館】

住所 電話番号 ファックス メールアドレス

【JICA事務所】
住所 電話番号 ファックス メールアドレス

【警察／救急／消防】
国名 都市名 警察 救急 消防

関連機関連絡先②

警察／救急／消防
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【国番号】
国名 都市名 国番号

国番号




